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以下の記載は、表題の診療ガイドラインから漢方製剤に関する記述を抽出したものです。診療にお

いて漢方製剤を使用される場合には、必ず、ガイドライン全体をお読みになり、その位置づけを正し

く理解された上で行ってください。 

ガイドラインのバージョンは最新のもののみを掲載しています。改定がなされていないガイドライン

は、そのまま掲載しています。このガイドラインとその中の漢方の記載を、診療の参考にすべきか

どうかの判断は、使用者の責任で行ってください。 

改訂 高齢女性の健康増進のためのホルモン補

充療法ガイドライン  

厚生労働省・長寿科学総合研究「老年者に対するホルモン補充療法に関する総合的研究」班 (代

表: 武谷雄二/大内尉義) 

メディカルレビュー社、 2004年 5月発行 

 

Minds掲載 無 

 

■1漢方薬 

疾患: 

更年期障害  

有効性に関する記載ないしその要約: 

『ホットフラッシュ (のぼせ、ほてり) 、発汗などの血液運動神経症状を主体とする自律神経

更年期障害には、HRTにより即効性に約 1か月で症状の改善をみることができる。一方、

社会心理的要因により誘発されると考えられているうつ、神経症などの神経症状を伴う更年

期障害に対しても HRTはかなり有効であり、約 1か月で症状の改善をみることもある。更年

期障害は、自律神経失調症状と精神症状が混在し相互に修飾しあって病態を複雑にしてい

る場合が多いので、HRT施行後 3 ヶ月が経過しても症状の改善が認められなければ、カウ

ンセリング、心理療法、漢方薬・向精神薬などの使用も考慮される。』 

http://www.jsom.or.jp/medical/ebm/er/pdf/090005.pdf
http://www.jsom.or.jp/medical/ebm/er/pdf/090005.pdf

